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 ２０２４年１１月実績概要（メモ）  

（２０２４．１２．１９） 
 
年内の定修もほぼ終了しつつある中、誘導品類の生産は化成品へのバイアスがかかりつつある。  
１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４３０，８００トン  
 前 月  比   ＋４．０％（＋１６，４００トン） 
 前年同月比   ▲８．０％（▲３７，７００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月７７．４％ → 当月７８．０％ ← 前年同月８４．１％ 
定修プラント：前月 １社１プラント→ 当月 １社１プラント  ← 前年同月 なし 
２０２４年１～１１月累計生産量 ４，５１６.８千㌧ 前年同期比 ▲６．７% 
  

ロ）主な石油化学製品 
前月比は、日数の減少に対して、定修規模の差等から PS、SM、EG、AN、SBR、キシレンなどの 
１２品目がプラス。HDPE、塩ビ樹脂、BR などの５品目はマイナスとなった。 
前年比は、定修規模差や稼働率要因等から、HDPE、SM、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、MMA モノマ
ー、AN、SBR、BR などの１０品目がマイナス。PS、EO、EG、トルエンなどの７品目はプラスと
なった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、日数減があったが、定修規模差等から LDPE は前月並み、PS は大幅なプラスとなった。
HDPE は稼働率要因からマイナス、PP はほぼ日数減見合いのマイナスとなった。 
前年比は、定修規模差や稼働率要因等から、LDPE は前月並み、PP、PS はプラス、HDPE はマイ
ナスとなった。 

ロ）国内出荷 
消費マインドに関しては、改善の動きが続いているが、物価上昇が下押し圧力となり、足踏みの状況
が続いている。国内の生産活動全般は、１０月は、生産機械、自動車等での上昇が見られた。１１月
の予測では、半導体向けの生産機械での生産の低下の予測も出されているが、生産活動のマインドの
トレンドとしては依然、強気の姿勢が維持されている。 
汎用樹脂の出荷は、前月比では、ユーザー側の稼働日数の減少や原料情勢から、LDPE、HDPE、PP
の３樹脂はマイナス。前年比は、４樹脂揃ってのマイナスとなり、出荷レベルとしても近年では低め
出荷となった。 
分野別の出荷動向としては、フィルム等の包材分野は、前年比で PP のみはプラスが継続しているも
のの、LDPE、HDPE、PS はマイナスとなった。包材以外の分野では、前年比で、HDPE の射出成
形分野が前年比でプラスが継続するも、LDPE、PP、PS の多くの分野では出荷が減少することとな
った。 

ハ）輸    出 
原油価格の下落基調に推移する中、主要市場である中国の人民元相場の下落も相まって買い付けが
鈍い状況にある。前月比は、LDPE、PS はプラス、HDPE、PP はマイナス。前年比は PS 以外の３
樹脂とも前年割れとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して、LDPE、HDPE は減少、PP、PS は僅かに増加した。在庫率(季節調整済）
は、LDPE は前月並み、HDPE、PP、PS は若干上昇した。在庫水準としては、LDPE はやや高め、
HDPE は高め、PP、PS は適正水準の範囲内に留まっている。 

 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲  ３．２ ％    －  
 定修要因等 ＋ ６．５ ％ ▲ ０．５ ％  
 能力増減 －       －  
 稼働率変動  ＋  ０．７ ％ ▲  ７．５ ％  
 生産増減率 ＋ ４．０ ％ ▲ ８．０ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１０月末 １１月末 

LDPE ▲   ４００ ３．４  ３．４ 
HDPE ▲ ３，０００ ３．６ ３．８ 
P   P ＋ １，７００ ３．０ ３．１ 
P   S  ＋ ３，４００ １．６ １．８ 


